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日本母体救命システム普及協議会
設立の背景と目的

• （背景）2010年以降取り組んできた妊産婦死亡報告事業の結果

を踏まえ、わが国の妊産婦死亡の一段の減少を目指すには、産

婦人科医師のみでなく、救急医、麻酔科医、コメディカル等との

協働及びその実践教育が重要であるとの認識に至った。

• （目的）妊産婦死亡の更なる減少を目指すため、あらゆる職種の

周産期医療関係者に標準的な母体救命法を普及させると共に、

効果的な母体救命医療システムの開発とその実践を促進するこ

と、及びこれによる妊産婦への質の高い医療の提供と周産期医

療の向上を通じて社会の福祉に貢献することを目的に協議会を

設立した。
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日本母体救命システム普及協議会
設立に協力した団体

日本産婦人科医会

日本産科婦人科学会

日本周産期・新生児医学会

日本麻酔科学会

日本臨床救急医学会

京都産婦人科救急診療研究会

妊産婦死亡検討評価委員会
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日本母体救命システム普及協議会
取り組む事業の内容

本協議会は、その目的達成のために、母体救命システムに
関わる次の事業を行う。

1. 母体救命システムの研究・開発、調査・検証、及び実践
の支援

2. 母体救命システムの普及のための講習会・研修会の企
画と実施

3. 母体救命インストラクターの養成と認定

4. 母体救命講習会受講者の講習修了認定

5. その他本事業遂行に必要な業務
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日本母体救命システム普及協議会
教育コースの概要

ベーシックコース
一次医療施設での母体救命のための対応、高次医療施設に搬送

するまでの対応を実践的なトレーニングを通して学ぶ。

ベーシックインストラクター育成コース
ベーシックコースのインストラクターになるための講習。

アドバンスコース
高次医療施設での母体救命のための対応を実践的なトレーニング

を通して学ぶ。ベーシックコース受講後のステップアップ講習。

アドバンスインストラクター育成コース
アドバンスコースのインストラクターになるための講習。
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日本母体救命システム普及協議会
平成28年から講習会を開催

平成27年10月

ベーシックコース・ベーシックインストラク
ターコースの講習会を開催し、インストラク
ターの養成をまず行った。

平成28年以降、全国で講習会を開催できる

ようにインストラクターの養成を行うとともに、
各地でベーシックコースの開催を予定する。

アドバンスコースは平成27年度内に完成さ

せ、コンセンサスを得た後、順次、ベーシッ
クコースと同様にインストラクター養成を行
いつつ、各地でアドバンスコースの開催を
予定する。


